
徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
八
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
治
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
名
称
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
五
年
七
月
七
日

徳
島
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

中

田

丑

五

郎

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

会
計
責
任
者

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

の

氏

名

令

和

五

年

吉

田

宥

玄

後

援

会

吉

田

宥

玄

吉

田

宥

玄

美
馬
市
穴
吹
町
三
島
字
小
鳥
一
二
三

五

月

二

十

五

日

令

和

五

年

か
げ
や

ま

勝
利
後

援
会

藤

川

修

誌

郡

一

志

美
馬
市
野
村
四
四
一
四
番
地
二

五

月

二

十

六

日

令

和

五

年

宮

田

一

後

援

会

尾

形

洋

一

山

本

博

美
馬
市
穴
吹
町
三
島
字
小
鳥
七
一
八

五

月

三

十

日

板
野
郡
板
野
町
下
庄
字
栄
寿
一
九
七

令

和

五

年

楠

本

千

草

後

援

会

楠

本

千

草

楠

本

歩

美

－

二

五

月

三

十

日

令

和

五

年

南

渚

後

援

会

南

渚

南

邦

明

美
馬
市
脇
町
別
所
二
八
三
一
番
地

六

月

一

日

板
野
郡
板
野
町
大
寺
字
大
向
一
五
番

令

和

五

年

太

田

良

和

後

援

会

藤

井

賢

治

中

川

善

章

地
一

六

月

五

日

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
沼
江
字
西
ヶ
原

令

和

五

年



峯

義

典

後

援

会

峯

義

典

峯

義

典

五
四
番
地
四

六

月

五

日

勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
星
谷
字
山
下
一

令

和

五

年

玉

置

守

後

援

会

玉

置

守

玉

置

守

一
番
地

六

月

六

日

令

和

五

年

細

川

健

一

後

援

会

西

浦

始

谷

本

敏

美

美
馬
市
美
馬
町
字
切
久
保
二
二
七

六

月

六

日

吉
野
川
市
鴨
島
町
西
麻
植
字
麻
植
市

令

和

五

年

山

側

さ

や

か

後

援

会

山

側

紗

矢

香

山

側

紗

矢

香

六
九
番
地
二
四

六

月

八

日

令

和

五

年

轟

ゆ

き

む

ね

後

援

会

轟

勇

輝

心

轟

勇

輝

心

阿
南
市
新
野
町
清
貞
一
七
一
番
地
七

六

月

十

三

日


